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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）
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事業所番号

訪問調査日 令和元　年　１２　月　６　日

当ホームは気仙沼湾を眼下に一望できる山の中腹にあり、自然環境にとても恵まれています。ホーム
を一周する形で遊歩道や東屋が整備されており、畑の作物や多種の果樹の成長を間近かに楽しみな
がら、毎日散歩ができます。また、２つのユニットを９年前より重度の棟、軽度の棟と介護度別に分けて
その棟のニーズに合わせた対応を行っているのも大きな特徴です。当ホームには介護員、看護師、栄
養士、調理員が共働しており、それぞれの豊富な経験を活かしながら、入所者の皆さんひとりひとりの
思いを大切にしてのケアに当たっています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

ホームは気仙沼市の見晴らしのよい山腹にある平屋建ての２ユニットである。ホームは運営
に携わった方や地域住民との絆を大切にしており、地域の行事に招待され、災害時の近隣住
民への連絡網整備等、地域から温かく支えられている。職員は入居者に寄り添いきめ細やか
に心配りをしており、収穫の野菜や差し入れ等を取り入れた愛情込めた食事や心和む手作り
の飾り等で、心身共に元気になるよう支援している。入居者は自然に歌が出る等、陽気な歌
声がリビングに響いている。職員は救急救命講習を積極的に受講しており、目標達成計画は
達成されている。

基本情報リンク先

宮城県気仙沼市赤岩水梨子９７－５５所在地
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2 自己評価および外部評価結果（事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）「ユニット名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」みずなしの丘　） ユニット名　　　ひだまり

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

運営推進会議のメンバーとして、ホームの実情や
ケアの取り組みを伝え理解して頂いている。実務
的な細かなお願いごとや、相談事にも協力的に対
応して頂いている。地域包括からの依頼という形
で入所された方がいる。

介護保険更新の手続きや介護報酬加算につ
いての助言を貰っている。入居申請につい
て、地域包括と情報交換し相談したことがあ
る。介護保険についての集団指導や防災研
修会の案内に参加している。

昨年より身体拘束対策検討委員会を設置。定期
的に委員会を開催。また身体拘束についての勉
強会を行い、拘束をしないケアの大切さを理解し
てケアに当たっている。つなぎ服着用を要望され
たご家族に、その弊害と別の対応のあり方を説明
し、理解を得た事あり。

身体拘束の勉強会で参加できなかった職員
には資料を回覧し徹底を図っている。帰宅願
望の人に「夕ご飯代預っています。今晩泊っ
ていって下さい」と声を掛ける。日常のケア
で、「聞こえないふり」「忙しいふり」となってい
ないか振り返り支援している。

身体拘束対策検討委員会の中で虐待について
も、勉強会を行っている。入居者様の尊厳を守る
大切さを再確認し、虐待にはならないまでもグ
レーゾーンという点でも行わないよう職員間で周
知しケアに当たっている。

理念を職員の目につきやすい場所に掲示してい
る。新任研修では必ず理念を学ぶ機会を設け、理
念の浸透、介護の心構えに役立てている。理念は
のケアの根底に流れるものとの自覚を持って、ケ
アに当たっている。

「微笑あふれる生活」「地域との結びつき」等
の理念で支援している。住民等との絆を大切
にし、神社の行事等にいつも招待され、ホー
ムが温かく迎え入れられている。リビングで
は入居者の歌声が明るく響いている。

散歩の途中に立ち寄ったり、おすそ分けをしあう
ような近所つきあいがある。地域の行事では案内
状が毎回届き積極的に参加している。毎年続けて
来て頂いている慰問メンバーとは、顔なじみの関
係が出来上がっている。

歌や踊り、生け花、貼り絵等のボランティア
が来訪する。ホームで人力車に乗って体験
することもある。老人クラブに出向いてホー
ムの紹介や熱中症の勉強会を実施した。近
隣住民から野菜、魚等の差し入れがある。

地域貢献活動実施要領を作り、計画書に基づき
地域の人々に発信。老人クラブに出向いたりホー
ムを会場にして、勉強会を開催している。昨年秋
には作品展を開催し多くの来場者があった。

地域包括職員参加のもと、２か月に１回の割合で
開催している。現況報告を中心に議題を設け話し
合い、意見はサービス向上に生かすように努めて
いる。身体拘束や防災についての勉強会も実施し
た。

メンバーは地域包括職員、民生委員、地域
住民等である。家族から「つなぎ服の申し出」
に対し、服を脱ぐ原因となっている痒みの治
療と職員の関わり方により改善できた事例が
あり、支援の取り組みを紹介している。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

内外問わず研修を受ける機会を多く持ち、資格取
得に向けた働きかけとして費用の一部補助を行う
など、育てる取り組みには力を入れている。昨年
は介護職員初任者研修受講資格取得者１名い
た。

ＧＨ協会の研修、市内の連絡協議会の会議や研
修にも積極的に参加し、ネットワーク作りやサービ
スの質の向上に努めている。今年は市内のグ
ループホームとの交換研修を行い２名の職員を研
修に出した。

契約時には十分時間を取り、退居を含めた事業
所としての対応可能な範囲について説明し、同意
を得るようにしている。ご家族からの要望・質問に
も十分答え、理解・納得を図り契約を交わしてい
る。

契約時には、運営推進会議や相談窓口で意見や
要望を表せる場がある事を必ず説明している。つ
なぎ服着用を要望されたご家族がいた事を運営
推進会議の勉強会で取り上げ、話し合った内容は
ケアに活かせるようにした。

面会に来ても、忙しい職員に遠慮して声を掛
けなかったり、すぐ帰ろうとする家族を呼び止
め、時間を掛けて話を引き出している。外出
や買い物の支援も、家族関係を考慮し、適切
な対応に努めている。

いつでも気軽に話が出来て意見や提案が聞ける
ような関係作りに努めている。職員の意見を反映
させ業務内容の見直し（入所者の入れ替わりから
軽度者が増えた事により出勤時間の変更等）を行
いケアの向上につなげている。

食事を摂らなくなった人に、興味ある話をした
ら意欲が出て少し食べた。そのような繰り返
しで食事介助に成功しており、職員が共有し
ている。寄付金の助成があり、入居者皆が楽
しむ大型テレビを購入した。

勤務表作成に関しては、事前に希望九を聞き組
み入れるようにして、職員が年休も取りやすく働き
やすい状況を作っている。一人ひとりがやりがい
を感じて働けるように職場環境の整備に努めてい
る。

昨年、権利擁護研修会に参加し成年後見制度の
活用について学ぶ機会を得た。入所者に１名司法
書士を成年後見人に立てている方がおり、その成
年後見人が来所の際には、教えてもらうこともあ
り。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

面会客がみえた時には、居室に椅子とテーブルを
準備し、時間の許す限りお茶を飲みながらゆっくり
談話して頂けるよう配慮している。記憶が不確か
な方には、職員が話をつないで思い出して頂くよう
に努めている。

認知症重度の方が多い棟ではあるが、入居者様
全員がお互いを認め合い、食堂でいつも一緒にい
ると落ち着けるという雰囲気が出来上がってい
る。じゃんけんゲームやお手玉など日課にして楽
しんでいる。

ご家族もまたどこまで話せるか、困っている事を
ちゃんとわかってもらえるかと不安な子持ちを抱き
ながら話している事を理解し、少しでも話いやすい
雰囲気を作って接する事を大切にしている。

ホーム入所の説明をしながらも、ご本人ご家族に
とって今必要としている支援は何かとちゃんと見
極め、アドバイスが出来るように努めている。他の
サービスについても連絡を取りながら利用できる
ようにしている。

ご本人を尊重する気持ちを持ち、一方的な支援を
することが無いよう気をつけている。また、入居者
様の持っている生活の知恵を教えて頂く場面も多
くある。一緒に洗濯物を干したりたたんだりなど日
課として行っている。

面会時には出来るだけ話をする時間を設け、ご家
族との信頼関係作りに努めている。ホームとご家
族とで受診先を分担したり、月１回外食支援の約
束を快く行って頂くなど、共にご本人を支え合う関
係が出来ている。

相談から利用し始めには、どなたも慣れない環境
で不安を抱えていると認識して、少しでも話しやす
い雰囲気を作って接する事を大切にしている。

卓球の仲間が来訪する。娘婿と孫(２０歳過
ぎ)とが長年に亘り面会に来ている。料理屋
での毎月の集まりに参加していた人がいる。
ワカメ取りや選挙カーでの応援等活躍した話
に盛り上がる。大島大橋にドライブする。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

入居時には、担当ケアマネからのフェースシートを
参考にしたり、ご家族の面会時などにお話を聞か
せて頂き、情報収集に努めている。

日勤者から夜勤者へ、夜勤者から翌日の日勤者
へとしっかりとした引き継ぎを行い、さらに他の職
員には口頭や記録参照といった形で、途切れなく
入所者様一人ひとりの状況を的確に把握できるよ
うにして情報の共有に努めている。

情報収集シート１５１を活用。職員全員で情報収
集して、ご本人ご家族の意向を汲んだケアプラン
を作成している。３ヶ月に１回のモニタリングにて
見直しをしている。

個別記録の記入・記録確認を密に行う事で、職員
全員が情報の共有に努め統一したケアが提供で
きるようにしている。介護支援経過（個別記録）は
ケアプランの見直しの参考にしている。

退所後も年賀状のやり取りや、時折、ホームを訪
れてくれるご家族もあり、その後の関係性を大切
にしている。入居時同様、運営推進委員を継続し
て受けて頂いているご家族もいる。退所して１年
半も経って、慰問品を下さったご家族もいた。

ご本人、ご家族の状況や要望に応じて通院介助
や送迎、病院からの薬もらい、外出支援、買い物
代行など臨機応変に対応している。

日々の記録を１ヵ月分まとめた介護支援計
画を作り、課題の把握に活用している。人生
経験の背景を考慮した関わり方や「体を動か
すようにして欲しい」等の家族の要望を計画
に盛り込み、支援している。

声掛けに反応は少なくなっている人もいる
が、笑顔の表情や嫌な仕草等、小さな変化を
注意深く観察し、思いの把握に努めている。
訪問マッサージを受けている人を見て、「私
も」と希望した人もいる。

重度化が進み困難になっているが、日々の会話
や支援を通してご本人の思いや希望を察したり、
意向の把握に努めている。　ご家族とも、ご本人
の思いについて話しあう機会を設けている。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

看取り介護に関する指針・重度化介護に関する指
針・意思確認書を平成２４年７月に成文化し、ご家
族の同意を得ている。現在、末期がんの入所者
様１名いるが、ホーム・ご家族・主治医ときちんと
した話し合いが出来ており、不安なくケアを行なえ
ている。

重度化した場合、ホームで支援できる限度を
説明している。要介護４となった時点で、次
の段階について家族と相談している。重度の
方で症状が悪化した場合は病院に救急搬送
する体制を取っている。開設以来ホームで看
取ったことはない。

AEDを設置し操作方法を学び、急変時に的確な対
応が出来るようにしている。緊急時対応マニュア
ル・緊急連絡網を整備している。勉強会の中でも
定期的に緊急時の対応方法について学び、確認
している。

夜間想定の総合避難訓練を年2回実施。スプリン
クラー、太陽光発電設置済み。食料品備蓄５～７
日分。寝具備蓄５組。運営推進会議で防災の勉
強会を実施。福祉避難所に指定。地域との協力
体制築いている。

避難訓練を夜間想定も含め年２回実施して
いる。地域住民も参加し消防署の立ち合いも
受けている。「一旦避難した入居者がホーム
に戻ってしまったことがある」等の反省事項を
記録し、次の訓練に活かしている。

日常の健康管理は、看護師が実施してい
る。通院時はバイタルチェック表や変化の
あったことをメモして持参する。結果は家族
からの報告を看護記録等に記録する。歯科
医が訪問し、必要な場合は治療を行う。

定期受診の段階から病院関係者との関係作りに
努め、入退院時の連絡調整がスムーズにいくよう
にしている。入院した場合には、定期的にお見舞
いに行き、病院関係者とも情報交換を行ない、早
期退院できるように努めている。

家族や親戚、近隣の住民、地域社会、ボランティ
アなどの協力的な支え合いがある。格安で良心的
な介護タクシーや薬局の配達サービスも、当ホー
ムの大切な地域資源になっている。

ご家族の依頼を受けホームの看護師が対応して
いる。かかりつけ医との関係も良好で、連絡を密
に取り受診の予定を組み、適切な医療を受けられ
るようにしている。長年通っている登米の眼科をご
家族と受診される方もいる。

正看護師が介護員として一緒に働いているので、
連携は密にとれている。常に入居者様の健康状
態を把握し定期受診の予定を立てたり、急な状態
変化にも対応出来るように連絡体制が整ってい
る。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

献立は栄養士が作成しているので、栄養バランス
の良い食事を提供できている。一人一人の状態
に合わた対応で残食が少ない。特に水分は時間
を決め、必要量摂取できるように支援している。

食後は、必ずひとり一人の状態に合わせた歯磨き
支援を行っている。訪問歯科医と契約しており、必
要に応じて治療や口腔ケアの指導を受けている。

一人ひとりにあわせた声がけをしたり表情など気
づきを大切にして、遠慮せず自分の思いを自由に
言えるような雰囲気作りに努め、自己決定できる
ように支援している。

家庭的な普通の生活を、ゆったりとした中で過ご
して頂けるように支援している。入所者様一人ひ
とりのペースに合わせ、その都度何を望んでいる
のかを考えながらの支援を心がけている。

出張散髪を定期的に利用し顔毛は職員がこまめ
に剃り、いつもこぎれいでいるように努めている。
行事等にお化粧サービスを行う事があるが、表情
が明るくなり、とても､好評である。

常食、ソフト食、ミキサー食と一人一人の嚥下状
態に合わせて提供。盛り付けを工夫したり、お膳
の中味を一つ一つ説明し、和やかな雰囲気の中
で食事が出来るように努めている。

献立は栄養士が作り、食材は買いに行く。冬
至カボチャやそうめん等季節の食事を楽し
む。おやつに桜餅、焼き芋等を作る。入歯を
直し食事が進み、歩行能力が向上した人が
いる。野菜や魚(刺身)の差し入れもある。

尊厳を守ること、守秘義務について勉強会を通し
全職員が理解しており、個人を尊重しプライバ
シーを損なわない対応を心掛けている。ゆっくりと
した言葉で穏やかに接するように努力している。

「理事」「先生」と呼んだ人もいた。トイレ等
で、出来ないところは「手伝わせて頂きます」
と声掛けする。「こんなこと初めてです」「こん
なことやらせてしまって」に、プライドを大切に
し恥ずかしい思いをさせないよう対応する。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

天気の良い日には遊歩道の散策、前庭での日光
浴を行っている。認知症の進行により外出が難し
い方もいるが、ドライブ支援という形で対応するよ
うに努めている。

ホーム周辺に作った遊歩道を日常的に散歩
する。ホームの車で車椅子の人もドライブで
きる。遠足として介護タクシーを使って皆で、
「道の駅むろね」や大島に出掛けたり、陸前
高田のホテルで外食する。孫が来たからと外
泊する人がいる。

浴室を改修しＨ２６．４月よりリフト浴を行ってい
る。、体に負担無く安心して気持ちよく入浴できる
ように支援している。

週２～３回入る。一番風呂等の要望に対応
する。脱衣所は暖房とファンヒーターで暖かく
している。入浴を渋る人には時間を置いた
り、「明日病院に行く予定ですから」「体重を
チェックしますから」と声掛けする。

昨夜の睡眠時間により日中の午睡時間を調整し
たり、その状況での体力に合わせた離床時間を
決めて支援している。夜間は安眠できるよう、室
温や寝具の調整にも気を配っている。

一人ひとりの薬の処方箋をファイルにして管理し、
内容を把握している。服薬の在庫確認や病院へ
の連絡も分担して行っている。予薬も一人ひとり
に合わせた確実な方法を行っている。

自分の役割と認識してお盆拭きや洗濯干しなどを
を手伝ってくれる方々がいる。前庭にご飯粒を撒
き集まってくる雀を毎日見る事を楽しみにしたりし
て、日常の小さな事にも喜びを見出せるよう支援
している。

排泄チェック表を利用し、一人ひとりの排泄パター
ン・排泄回数・便意の確認をしている。日中はトイ
レで夜間ポータ、日中はリハパンで夜間はオムツ
というように一人ひとりの状態に合わせた対応を
行っている。

車椅子の人も日中トイレで排泄の支援をして
いる。「部屋にトイレが欲しい」と言う人に、
ポータブルを用意している。入居時手引き歩
行だった人が、歩けるようになりズボンを自
分で上げ下げできるようになった人がいる。

排泄チェック表を活用して、一人ひとりの排便間隔
を把握し、排便コントロールを行っている。食後の
排便を促したり、食物繊維・乳製品を多く摂るな
ど、自然排便を図るように支援している。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ひとりひとりの状態を把握し、ひやりはっとでも、
安全に暮せることをその都度確認し、安全点検し
て環境整備に努めるようにしている。

小上がりを活用している。限られた空間の中で居
心地の良い居場所作りに配慮している。

馴染みの家具や家族との写真、使い慣れた品を
眺めながら、安心し居心地良く暮らして頂けるよう
工夫をしている。居室入り口にのれん使用するな
どプライバシーにも配慮している。

居室の掃き出しの窓から、外の景色が広々
と見える。エアコン、洗面台、押し入れが備え
付けである。畳の部屋もあり布団も使用でき
る。遺影を飾ったり、仲間を呼び入れたり、自
分の部屋として使用している。

重度化、認知症の進行に伴い、お金を所持できな
くなっている。

重度化、認知症の進行に伴い、電話をしたり、手
紙のやりとりが難しい状態である。年賀状がきた
時には、読んで聞かせ、ご本人の思いを察して返
事を代筆している。

整理整頓・清潔を心がけ、季節感のある手作り作
品や写真等を飾り、居心地の良い共同空間作り
に努めている。また、ホームの畑や山々や海の自
然を眺め、季節を肌で感じながら過ごして頂いて
いる。

リビングから遠く気仙沼湾が望め絶景であ
る。パッチワークのタペストリーや写真、季節
のクリスマスツリーを飾っている。入居して間
もない方のテーブルに名札を貼り、座席が分
かり安心できるようにしている。床はワックス
が定期的に塗られ、清潔で明るい。
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令和 1 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○
○

○ ○

○

訪問調査日 令和元　年　１２　月　６　日

当ホームは気仙沼湾を眼下に一望できる山の中腹にあり、自然環境にとても恵まれています。ホーム
を一周する形で遊歩道や東屋が整備されており、畑の作物や多種の果樹の成長を間近かに楽しみな
がら、毎日散歩ができます。また、２つのユニットを９年前より重度の棟、軽度の棟と介護度別に分けて
その棟のニーズに合わせた対応を行っているのも大きな特徴です。当ホームには介護員、看護師、栄
養士、調理員が共働しており、それぞれの豊富な経験を活かしながら、入所者の皆さんひとりひとりの
思いを大切にしてのケアに当たっています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

ホームは気仙沼市の見晴らしのよい山腹にある平屋建ての２ユニットである。ホームは運営
に携わった方や地域住民との絆を大切にしており、地域の行事に招待され、災害時の近隣住
民への連絡網整備等、地域から温かく支えられている。職員は入居者に寄り添いきめ細やか
に心配りをしており、収穫の野菜や差し入れ等を取り入れた愛情込めた食事や心和む手作り
の飾り等で、心身共に元気になるよう支援している。入居者は自然に歌が出る等、陽気な歌
声がリビングに響いている。職員は救急救命講習を積極的に受講しており、目標達成計画は
達成されている。

基本情報リンク先

宮城県気仙沼市赤岩水梨子９７－５５所在地

みずなしの丘　　　　ユニット名　せせらぎ

1  自己評価及び外部評価結果

0470500323

法人名 社会福祉法人　豊水会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

宮城県仙台市宮城野区榴岡４－２－８　テルウェル仙台ビル２階

NPO法人　介護の社会化を進める一万人市民委員会宮城県民の会

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

http://www.kaigokensaku.jp/

令和　元　年　１１　月　１３　日

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

一万人市民委員会宮城
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2 自己評価および外部評価結果（事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）「ユニット名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」みずなしの丘　　） ユニット名　　　せせらぎ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含め
て身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

運営推進会議のメンバーになって頂き、会議を通し
てホームの実情やケアの取り組みを伝え、理解し
て頂けるように努めている。相談ごとには協力的に
対応して頂いている。地域包括からの依頼という
形で入所された方がいる。

介護保険更新の手続きや介護報酬加算につ
いての助言を貰っている。入居申請につい
て、地域包括と情報交換し相談したことがあ
る。介護保険についての集団指導や防災研
修会の案内に参加している。

昨年より身体拘束対策検討委員会を設置。定期的
に委員会を開催。また身体拘束についての勉強会
を行い、拘束をしないケアの大切さを理解してケア
に当たっている。つなぎ服着用を要望されたご家
族に、その弊害と別の対応のあり方を説明し、理
解を得たことあり。

身体拘束の勉強会で参加できなかった職員
には資料を回覧し徹底を図っている。帰宅願
望の人に「夕ご飯代預っています。今晩泊っ
ていって下さい」と声を掛ける。日常のケア
で、「聞こえないふり」「忙しいふり」となってい
ないか振り返り支援している。

身体拘束対策検討委員会の中で虐待についても、
勉強会を行っている。入居者様の尊厳を守る大切
さを再確認し、虐待にはならないまでもグレーゾー
ンという点でも行わないよう職員間で周知しケアに
当たっている。

理念を職員の目につきやすい場所に掲示してい
る。新任研修では必ず理念を学ぶ機会を設け、理
念の浸透、介護の心構えに役立てている。理念は
ケアの根底に流れるものとの自覚を持って、職員
はケアに当たっている。

「微笑あふれる生活」「地域との結びつき」等
の理念で支援している。住民等との絆を大切
にし、神社の行事等にいつも招待され、ホー
ムが温かく迎え入れられている。リビングで
は入居者の歌声が明るく響いている。

散歩の途中に立ち寄ったり、おすそ分けをしあうよ
うな近所づきあいがある。地域の行事では案内状
が毎回届き積極的に参加している。毎年続けて来
て頂いている慰問メンバーとは、顔馴染みの関係
が出来上がっている。

歌や踊り、生け花、貼り絵等のボランティア
が来訪する。ホームで人力車に乗って体験
することもある。老人クラブに出向いてホー
ムの紹介や熱中症の勉強会を実施した。近
隣住民から野菜、魚等の差し入れがある。

地域貢献活動実施要領を作り、計画書に基づき地
域の人々に発信。老人クラブに出向いたりホーム
を会場にして、勉強会を開催している。　昨年秋に
は、作品展を開催し多くの来場者があった。

地域包括職員参加のもと、2か月に1回の割合で開
催している。現況報告を中心に議題を設け話し合
い、意見はサービス向上に生かすように努めてい
る。身体拘束や防災についての勉強会も実施し
た。

メンバーは地域包括職員、民生委員、地域
住民等である。家族から「つなぎ服の申し出」
に対し、服を脱ぐ原因となっている痒みの治
療と職員の関わり方により改善できた事例が
あり、支援の取り組みを紹介している。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

内外問わず研修を受ける機会を多く持ち、資格取
得に向けた働きかけとして費用の一部補助を行う
など、育てる取り組みには力を入れている。昨年は
介護職員初任者研修受講資格取得者１名いた。

ＧＨ協会の研修、市内の連絡協議会の会議や研修
にも積極的に参加し、ネットワーク作りやサービス
の質の向上に努めている。今年は市内のグループ
ホームとの交換研修を行い２名の職員を研修に出
した。

契約時には十分時間をとり、退居を含めた事業者
としての対応可能な範囲について説明し、同意を
得るようにしている。また、家族からの要望・質問
にも十分答え、理解・納得を図り契約を交わしてい
る。

契約時には、運営推進会議や相談窓口で意見や
要望を表せる場がある事を必ず説明している。つ
なぎ服着用を要望されたご家族がいた事を運営推
進会議の勉強会で取り上げ、話し合った内容はケ
アに活かせるようにした。

面会に来ても、忙しい職員に遠慮して声を掛
けなかったり、すぐ帰ろうとする家族を呼び止
め、時間を掛けて話を引き出している。外出
や買い物の支援も、家族関係を考慮し、適切
な対応に努めている。

いつでも、気軽に話が出来て意見や提案が聞ける
ような関係作りに努めている。職員の意見を反映さ
せ業務の見直し（入所者の入れ替わりから軽度者
が増えた事による出勤時間の変更等）を行いケア
の向上につなげている。

食事を摂らなくなった人に、興味ある話をした
ら意欲が出て少し食べた。そのような繰り返
しで食事介助に成功しており、職員が共有し
ている。寄付金の助成があり、入居者皆が楽
しむ大型テレビを購入した。

勤務表作成に関しては、事前に希望休を聞き組み
入れるようにして、職員が年休も取りやすく働きや
すい状況を作っている。一人ひとりがやりがいを感
じて働けるように職場環境の整備に努めている。

昨年、権利擁護研修会に参加し成年後見制度の
活用について学ぶ機会を得た。入所者に１名司法
書士を成年後見人に立てている方がおり、その成
年後見人が来所の際には、教えてもらうこともあ
り。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

お互い協力しあえる関係が出来上がっている。自
然発生的に、歌を歌ったり談笑する姿も日常的に
見られる。誰に対してもやさしく接してくれる方が一
人おり、今までにはない良い人間関係が出来上
がっている。

ホーム入所の説明をしながらも、ご本人ご家族に
とって今必要としている支援は何かときちんと見極
め、アドバイスが出来るように努めている。他の
サービスについても連絡をとりながら利用できるよ
うにしている。

人生の先輩として尊重する気持ちを心がけ、知ら
なかった事を教えてもらい、知恵を授けて頂けるよ
うな関係作りに努めている。一緒に食事を作った
り、洗濯物を干したりたたんだりを日課として行って
いる。

面会時には出来るだけ話をする時間を設け、ご家
族との信頼関係作りに努めている。ホームとご家
族とで受診先を役割分担したり、月１回外食支援
の約束を快く行って頂いている方など、共にご本人
を支え合う関係が出来ている。

病院の帰りに必ず来てくれる弟さんや、月１～２回
自宅へ連れて行ってくれる嫁いだ娘さんがいたり、
ご家族と共に教会の礼拝に出席される方もいる。
その都度、ゆっくりと面会を楽しめるよう、気兼ねな
く外出が出来るよう対応している。

卓球の仲間が来訪する。娘婿と孫(２０歳過
ぎ)とが長年に亘り面会に来ている。料理屋
での毎月の集まりに参加していた人がいる。
ワカメ取りや選挙カーでの応援等活躍した話
に盛り上がる。大島大橋にドライブする。

相談から利用し始めには、どなたでも慣れない環
境で不安を抱えていると認識して、少しでも話しや
すい雰囲気を作って接することを大切にしている。

ご家族もまたどこまで話せるか、困っている事を
ちゃんとわかってもらえるかと不安な気持ちを抱え
ながら話している事を理解し、少しでも話しやすい
雰囲気を作って接する事を大切にしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

日勤者から夜勤者へ、夜勤者から翌日の日勤者
へとしっかりとした引き継ぎを行い、さらに他の職
員には口頭や記録参照といった形で、途切れなく
入所者様一人ひとりの状況を的確に把握できるよ
うにして情報の共有に努めている。

情報収集シート１５１を活用。職員全員で情報収集
して、ご本人ご家族の意向を汲んだケアプランを作
成している。３ヶ月に１回のモニタリングにて見直し
を行っている。

日々の記録を１ヵ月分まとめた介護支援計
画を作り、課題の把握に活用している。人生
経験の背景を考慮した関わり方や「体を動か
すようにして欲しい」等の家族の要望を計画
に盛り込み、支援している。

個別記録にて食事摂取量、バイタル、排泄、日々
の生活観察で気づいたこと、連絡事項を記録。ま
た連絡ノートにて職員全員で情報の共有化を徹底
し見たら必ずサインするようにしており、申し送りで
も報告している。

ご本人、ご家族の状況や要望に応じて通院介助や
送迎、病院からの薬もらい、外出支援、買い物代
行など臨機応変に対応している。

退所後も年賀状のやり取りや、時折、ホームを訪
れてくれるご家族もあり、その後の関係性を大切に
している。入居時同様、運営推進委員を継続して
受けて頂いているご家族もいる。退所して１年半も
経って、慰問品を下さったご家族もいた。

全員が、ご自分の思いや希望をはっきりと発言で
きる方である。毎日の中で、何をしたいのか何をし
て欲しいのか等、その都度聞いて確認している。

声掛けに反応は少なくなっている人もいる
が、笑顔の表情や嫌な仕草等、小さな変化を
注意深く観察し、思いの把握に努めている。
訪問マッサージを受けている人を見て、「私
も」と希望した人もいる。

入居時には、担当ケアマネからのフェースシートを
参考にしたり、ご家族の面会時などにお話を聞か
せて頂き、情報収集に努めている。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、病院
関係者との情報交換や相談に努めている。ある
いは、そうした場合に備えて病院関係者との関係
づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

ＡＥＤを設置し操作方法を学び、急変時に的確な対
応が出来るようにしている。緊急対応マニュアル・
緊急連絡網を整備している。勉強会の中でも定期
的に緊急時の対応方法について学び、確認してい
る。

夜間想定の総合避難訓練を年2回実施。スプリン
クラー、太陽光発電設置済み。食料品の備蓄は５
～７日分。寝具の備蓄は５組。運営推進会議で防
災の勉強会を実施。福祉避難所に指定。地域との
協力体制築いている。

ご家族の依頼を受けホームの看護師が対応してい
る。かかりつけ医との関係も良好で、連絡を密にと
り受診の予定を組み、適切な医療を受けられるよう
にしている。長年通っている登米の眼科を、ご家族
と受診される方もいる。

正看護師が介護の現場で一緒に働いているので、
連携は密にとれている。常に入居者様の健康状態
を把握し定期受診の予定を立てたり、急な状態変
化にも対応できるように連絡体制が整っている。

定期受診の段階から病院関係者との関係作りに
努め、入退院時の連絡調整がスムーズに行くよう
にしている。入院した場合には、定期的にお見舞
いに行き、病院関係者とも情報交換を行い、早期
退院できるように努めている。

看取り介護に関する指針・重度化介護に関する指
針・意思確認書を平成２４年７月に成文化し、ご家
族の同意を得ている。現在、末期ガンの入所者様
１名いるが、ホーム・ご家族・主治医ときちんとした
話し合いができており、不安なくケアを行えている。

重度化した場合、ホームで支援できる限度を
説明している。要介護４となった時点で、次
の段階について家族と相談している。重度の
方で症状が悪化した場合は病院に救急搬送
する体制を取っている。開設以来ホームで看
取ったことはない。

避難訓練を夜間想定も含め年２回実施して
いる。地域住民も参加し消防署の立ち合いも
受けている。「一旦避難した入居者がホーム
に戻ってしまったことがある」等の反省事項を
記録し、次の訓練に活かしている。

家族や親戚、近隣の住民、地域社会、ボランティア
などの協力的な支え合いがある。格安で良心的な
介護タクシーや薬局の配達サービスも、当ホーム
の大切な地域資源になっている。

日常の健康管理は、看護師が実施してい
る。通院時はバイタルチェック表や変化の
あったことをメモして持参する。結果は家族
からの報告を看護記録等に記録する。歯科
医が訪問し、必要な場合は治療を行う。
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みずなしの丘 2020/1/30

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

毎日、食事や水分の摂取量を記録し申し送りを通
し、一人ひとりの状態を職員が把握している。毎月
体重測定を行い、体重の増減に合わせ看護師、医
師からの指導を受け摂取量をコントロールする方
もいる。

毎食後、一人ひとり口腔ケアに立会い声掛けしな
がら、清潔保持に努めている。入れ歯は夜間預か
り洗浄。訪問歯科医と契約しており、必要に応じて
治療や口腔ケアの指導を受けている。

全員が、ご自分の思いや希望をはっきりと発言で
きる方である。毎日の中で、何をしたいのか何をし
て欲しいのか等、その都度聞いて確認し、自己決
定して頂いている。

入居者様全員が日課を理解し、生活する上での役
割を持ちながら、各々好きな読書やテレビ、塗り
絵、そろばんなど、また、数人で集まってのお茶呑
みやおしゃべりと好きな事をして自分たちの時間を
楽しむことが出来ている。

出張散髪を定期的に利用し顔毛は職員がこまめに
剃り、いつも身だしなみを整えこぎれいでいるよう
に努めている。外出や行事などにはそれなりにお
しゃれが出来るように支援している。お化粧の支援
をする事もある。

後片づけなど、入居者様と職員が一緒に行い、食
事も一緒に摂っている。畑の新鮮な野菜を一緒に
収穫して調理することもある。毎日朝のみ配食
サービスを利用中。

献立は栄養士が作り、食材は買いに行く。冬
至カボチャやそうめん等季節の食事を楽し
む。おやつに桜餅、焼き芋等を作る。入歯を
直し食事が進み、歩行能力が向上した人が
いる。野菜や魚(刺身)の差し入れもある。

尊厳を守る事、守秘義務について勉強会を通し全
職員が理解しており、個人を尊重しプライバシーを
損なわない対応を心掛けている。ゆっくりとした言
葉で、穏やかに接するようにしている。

「理事」「先生」と呼んだ人もいた。トイレ等
で、出来ないところは「手伝わせて頂きます」
と声掛けする。「こんなこと初めてです」「こん
なことやらせてしまって」に、プライドを大切に
し恥ずかしい思いをさせないよう対応する。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

天気の良い日は遊歩道の散策、ドライブや各種の
行事等への参加に努め外出を楽しめるように支援
している。ご家族の付き添いでお墓参りをしたり、
お正月・お盆・お彼岸と帰省される方もいる。

ホーム周辺に作った遊歩道を日常的に散歩
する。ホームの車で車椅子の人もドライブで
きる。遠足として介護タクシーを使って皆で、
「道の駅むろね」や大島に出掛けたり、陸前
高田のホテルで外食する。孫が来たからと外
泊する人がいる。

ご本人の希望に合わせ週２～３回の入浴を行って
いる。１日の入浴者は３名程なので、ゆっくりと入浴
出来ている。浴室内ではリラックスして歌を歌った
り、決まって孫の話をする方もいて、入浴時ならで
はの楽しそうな様子が見られる。

週２～３回入る。一番風呂等の要望に対応
する。脱衣所は暖房とファンヒーターで暖かく
している。入浴を渋る人には時間を置いた
り、「明日病院に行く予定ですから」「体重を
チェックしますから」と声掛けする。

日課としての散歩を勧め、陽に当たり体を動かすよ
う支援し、安眠につなげるようにしている。午睡や
休息においても一人ひとりの生活習慣を継続し、
支援を行っている。

入居者様一人ひとりの処方箋を見やすくファイルに
綴じ、内容を把握するようにしている。服薬時は飲
み込むまで確認している。薬によっては服薬後の
症状の経過観察に努めている。

お手伝いしたい方が多く、分担表を作りその日の
当番を決めて関わって頂いている。みんなが役割
を持ちお役に立てているとの満足感を感じながら
過ごせている。毎日の活動や、行事・慰問等を通し
て、一緒に楽しめるように支援している。

排泄表を活用して、一人ひとりの排泄パターンを把
握して支援している。布パンツ使用、リハパン使
用、尿取りパットもその方にあった吸水量の物でサ
イズいろいろと、ひとり一人の状態に合わせた対応
を行っている。全員トイレ使用でほぼ自立。

車椅子の人も日中トイレで排泄の支援をして
いる。「部屋にトイレが欲しい」と言う人に、
ポータブルを用意している。入居時手引き歩
行だった人が、歩けるようになりズボンを自
分で上げ下げできるようになった人がいる。

排泄チェック表を活用して一人ひとりの排便間隔を
把握し、排便コントロールを行っている。食後の排
便を促したり、体操・食物繊維・乳製品を多く摂るな
ど、自然排便を図るようにしている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活か
して、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自分の部屋と認識できる小物をドアに掛けたり、夜
間は誘導灯を点けることによって、ひとりでトイレ通
いができるなどして、できるだけ自立した生活が送
れるように工夫。手摺りの見直しなど安全点検し、
環境整備している。

小上がり前に椅子を配置し、居場所の工夫をして
いる。みんなで歌を歌ったり、景色を眺めながら数
人でおしゃべりしたり、日光浴をしながら一人読書
をする方もおり、お気に入りの場所になっている。

ご本人の意向でこたつや冷蔵庫を置いている方
や、ご家族の位牌や遺影を飾っている方や、いつ
もみんなでおしゃべりしていたいからと、居室に人
数分の椅子を置いている方もいる。

居室の掃き出しの窓から、外の景色が広々
と見える。エアコン、洗面台、押し入れが備え
付けである。畳の部屋もあり布団も使用でき
る。遺影を飾ったり、仲間を呼び入れたり、自
分の部屋として使用している。

お金の所持については妄想につながる事も多いの
で、慎重に対応している。すべて事務室で管理す
るのではなく、一人ひとりの力に応じ、また、意向を
伺って対応するようにしている。

電話はすぐに取り次ぎ、電話をかけたいとの希望
にもすぐに対応している。携帯電話を持ち、ご家族
にいつでも電話が掛けられるようにしている方もい
る。手紙が書けない方には思いを聞き出し代筆し
ている。

整理整頓・清潔を心がけ、季節感のある手作り作
品や写真等を飾り、居心地よい共同空間作りに努
めている。食堂からは毎日ホームの畑や山々や海
の自然を眺め、季節を肌で感じながら過ごして頂
いている。

リビングから遠く気仙沼湾が望め絶景であ
る。パッチワークのタペストリーや写真、季節
のクリスマスツリーを飾っている。入居して間
もない方のテーブルに名札を貼り、座席が分
かり安心できるようにしている。床はワックス
が定期的に塗られ、清潔で明るい。
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